
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 23 年 5 月 1 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
本研究ではデジタルシネマ（2K、4K システム）視聴に伴う画像の鮮明さから受ける印象の度

合いやきれいさなどユーザが感じる感性的要因を実験的に検証した。2 種類の映像を試聴実験

し、適切な距離で視聴すると、４ｋシステムは２k システムに比べて視聴者に映像のきれいさ

や質感などの印象を高めることが出来る、との実験的知見が得られた。一方で、４k システム

は、高精細のためか、若干の疲労感が伴うなどの結果も得られ、今後、試聴環境とコンテンツ

制作にフィードバックできる研究課題も提起している。 

 
研究成果の概要（英文）：  
 This research was verified by the viewing-and-listening experiments using the digital 
cinema (2K, 4K) system. This study reports the degree of the impression received from 
the image by watching a full high-definition television 2K and 4K system was verified 
by using a KANSEI evaluation. As a result, by making it high definition, it was 
suggested that 4K system can raise the impressions on the point of beautiful impressions  
and textures of the image.  
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

2009 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

2010 年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・感性情報学・ソフトコンピューティング 
キーワード：超高精細 AV コンテンツ、高解像度、2K システム、４Kシステム、感性的評価、視

聴覚デザイン 

 
１．研究開始当初の背景 
 現在，衛星放送やハイビジョン放送，テレ

ビのデジタル放送化など映像技術の発展によ

って，高品質，高精細な映像が急速に普及し

ており，快適な視聴環境が整いつつあると考

えられる．さて，この映像技術発展の歴史を
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振り返ると，いわゆるテレビ映像としては，

まず，NTSC，PAL 方式に代表されるテレビジ

ョン放送として，白黒テレビから始まり，次

にカラーテレビ，現在ではカラーテレビの5 

倍の情報量を持ったフルハイビジョンが一般

家庭でも視聴できるようになり，高鮮明な映

像を手軽に利用されるようになった．しかし，

高精細なフルハイビジョンでも大きなスクリ

ーンなどに投影する場合は，画像を拡大する

のに限界があり，コンテンツの人物や物体な

どの輪郭がぼやけ，解像度の不足が気になる

という課題もあり，また一方でさらに高精細

な映像を視聴したいとの希望もある． 

 そこでこれらの問題を改善するためにも，新 

しい映像技術の一つとして，デジタルシネマ

（２ K システム：画素数2048 × 1080，４K

システム：画素数4096 × 2160））やスーパ

ーハイビジョン(画素数7680 × 4320)などの

超高精細映像システムの研究が盛んに行われ

ている．この4K システムはフルハイビジョン

の約4 倍もの情報量を持つことになり，より

精細度が増し，コンテンツの映像の質感，臨

場感，迫力感などが高まることが期待されて

いる． 

 
２．研究の目的 
現在，映像システムの技術は急速な発展を遂

げており，ハイビジョン放送やデジタル放送

の普及に伴い，大型テレビやプロジェクタな

どの映像がより精細になってきている．しか

し，フルハイビジョンの視聴に伴う画像の鮮

明さから受ける印象の度合いやきれいさなど

視聴者が感じる感性的要因を実験的に検証す

る研究は，金銭面や機材の調達が困難，コン

テンツの不足などにより，行われていない． 

そこで本検討では，視聴者が受ける印象の異

なるという問題の一つとして考えられる解像

度に着目し，解像度が異なる映像を視聴した

時に視聴者が感じる映像の印象について変化

するかを感性的評価によって探る．また本実

験では，新しい映像技術として超高精細映像

システムと言われるデジタルシネマを取り上

げ，この中の4Kシステムの映像(以下４K映像

と略記) と2K システムの映像(以下２K映像

と略記)使用し，視聴評価することによってそ

れらのシステムの特徴分析を行う． 

 

３．研究の方法 

現在，映像技術の急速な発展に伴い，高品質，

高精細な映像が普及しており，視聴者にとっ

て快適な視聴環境が整いつつある．しかし，

高品質，高精細な映像でも，大きなスクリー

ンなどに投影する場合は，画像を拡大するた

め，コンテンツの人物や物体などの輪郭がぼ

やけ，解像度の不足が気になり，さらなる高

品質，高解像度の映像が必要とされている． 

そこで現在，さらなる高品質，高精細な映像

技術の一つとして，デジタルシネマ（2K シス

テム：画素数2048 × 1080，4K システム：画

素数4096 × 2160））やスーパーハイビジョ

ン(画素数7680 × 4320) などの超高精細映

像システムの研究が盛んに行われている．こ 

の4K システムはフルハイビジョンの約4 倍

の情報量を持つことになり，より精細度が増

し，コンテンツの映像の質感，臨場感，迫力

感などが高まることが期待されている． しか

し，フルハイビジョンなどの高品質，高精細

な映像を視聴するに当たり，その画像の鮮明

さから受ける印象の度合いやきれいさなど視

聴者が感じる感性的要因を実験的に検証する

研究は，金銭面や機材の調達困難，コンテン

ツの不足などにより，行われていない． 

そこで本研究では、印象の異なるという問

題の一つとして考えられる解像度に着目し，

解像度が異なる映像を視聴した時に視聴者が

感じる映像の印象について変化するかを感性

的評価によって探る．また本実験では，新し



 

 

い映像技術として超高精細映像システムと言

われるデジタルシネマを取り上げ，この中の

4Kシステムの映像(以下4K 映像と略記) と2K 

システムの映像(以下2K 映像と略記) 使用し，

視聴評価することによってそれらのシステム

の特徴分析を行った． 

 

４．研究成果 

 本研究では，4K 映像と2K 映像を提示する

ことによって，解像度の違いが視聴者の印象

にどのように影響を与えるかを探った．その

結果，映像を提示する際に解像度が高い映像

を提示することによって，違和感がなく映像

の「きれいさ」，「なめらかさ」，「はっき

りさ」といった質感の印象が高まる可能性が

あると同時に「臨場感がある」，「迫力があ

る」などの評価語は，特に印象の変化はあま

り見られなかった．したがって解像度は，き

れいさなどの質感には影響を与えるが，迫力

感や臨場感には影響を与えない可能性がある

ことが示唆された．また解像度が高い映像を

提示するにあたって，映像の質感などの印象

を高めることが出来るのは，視距離が近い場

合であり，視距離が遠い場合は解像度の違い

によっての印象の変化は少ない可能性が示唆

された．次に，主成分分析の結果からは，第

一主成分のグラフより印象の感じ方には飽和

点があり，映像を視聴するにあたって視聴者

とスクリーンとに適正距離がある可能性が考

えられ，本実験では，中列の2.6[m] 前後にあ

ったのではないかと考えられる．さらに第二

主成分のグラフより，視距離が得点が上がっ

ていくことから，映像を視聴するにあたって

疲労感というのは視距離が大きくなるほど，

小さくなることが示唆された． 
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